
通常時監視

地層内圧力・温度データ再確認

圧力・温度の異常

移行基準の超過
No

Yes

No

Yes

懸念時監視

現地概況調査（１～２週間）

＜通常時監視確認調査＞

＜懸念時監視（圧入停止）＞（３～４週間）

異常時監視

地層内圧力・温度データ確認

＜異常時監視（圧入停止）＞（３～４週間）

弾性波探査

海水の化学的性状（採水調査） 弾性波探査地層内圧力・温度データの確認

総合判断

移行基準の超過※

圧力・温度の異常
No

Yes

貯留層外に

広がりのおそれ

No

圧入の計画停止

地層状態に

異常のおそれ

地層内圧力・温度の変化の推移を監視

No

Yes

地震による圧入の停止（最大加速150ガル以上）

Yes

全ての現地概況の調査結果も

踏まえ総合判断する。

監視計画のフロー

移行基準超過の有無

海水or気泡14C判定

NoYes
ｚｚｚｚ
漏出の懸念がある

範囲・場所の確認No

Yes

圧入したCO2の

漏出懸念なし

No

14Cによる判断によりCO2漏出懸念あり

この場合には、漏出の懸念がある範囲・場所が確

認できるまで、①②③の調査を綿密に繰り返す。

※ ②③の調査結果により、漏出の懸念がある範囲・場所が確認で

きれば、移行基準の超過の有無に関わらず、カメラ等により気泡確

認のための詳細調査と、採水調査を実施する。

③気泡確認概況調査

（ｻｲﾄﾞｽｷｬﾝｿﾅｰ）
②センサによるマッピング調査

pH、pCO2の分布状況を確認 気泡発生の有無を確認

現地詳細調査（３～４週間）

①採水再々調査（14C判定含む） ②気泡確認詳細調査（カメラ）

14C等による判断が困難

地層内圧力・温度データ確認

圧力・温度の異常

圧入したCO2の

漏出懸念なし

No

Yes

総合判断

圧入したCO2の

漏出懸念なし

現地概況調査、現地詳細調査に

準ずる調査

①採水再調査

（５回の繰り返し採水を実施）

移行基準超過の有無の確認

（ア）

（イ）

（ウ） （エ）

（オ）

現地概況調査、現地詳細調査に

準ずる調査

採水調査（８地点、５回採水）

移行基準の超過

Yes

No

（ア）（オ）

（イ）（ウ）（エ）
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